














日時：平成 20 年 3 月 12 日(水) 13 時 00 分～14 時 00 分 
場所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 2 階 























        客員教授 古川 雅一 
(アリエース・リサーチ有限会社 代表取締役) 
電気電子工学科 准教授 川口 秀樹 
ラインプラズマ点灯の状態 
平成１９年度第７回ＣＲＤセミナー 
日時：平成 20 年 3 月 17 日(月) 10 時 00 分～12 時 00 分 
場所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター ２階 




テーマ I：高靭性軽量コンクリートを用いた PC 梁のせん断耐荷性状に関する実験的研究 






維を混入する方法に着目して，PVA 短繊維を混入した軽量コンクリート製 RC 梁の静載荷実験を実施し，
短繊維混入によるせん断耐力向上効果を確認している．しかしながら，PC 梁を対象とした検討は未だ
十分に行われていない．このような背景より，本研究では，PVA 短繊維混入率を変化させた軽量コンク
リート製 PC 梁の静載荷実験を行い，PVA 短繊維混入による PC 梁のせん断耐力向上効果を検討した． 
 
テーマ II：高靭性コンクリートを用いた RC 片持ち梁の静的および衝撃荷重載荷実験 
客員教授 三上 浩 






る．これまでの研究では，PVA 短繊維混入による RC 梁のせん断耐
力向上効果を実験的に確認しているものの，変位制限構造のようなせ
ん断スパン比が小さい片持ち梁への適用を想定した実験は行ってい





テーマ III：高靭性コンクリート製 RC 梁の重錘落下衝撃挙動解析 
建設システム工学科教授 岸 徳光 
PVA 短繊維混入した RC/PC 部材の合理的な耐衝撃設計
手法を確立するためには，実験のみならず信頼性の高い数値
解析も実施し，より効率的に検討を進める必要がある．本研















(a) 短繊維混入率 0 % (衝突速度 5 m/s)
(b) 短繊維混入率 3 % (衝突速度 9 m/s)
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